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序

『四つ の 四重 奏 』 は,ア メ リカで は1943年,イ ギ リスで は1944年 に出 版 され,四 つ の 詩 か ら成 っ てい る。

『バ ー ン トaノ 凧 トン』(1935),『 イ ー ス ト ・コウ カ ㌘』(1940),『 ザ ・ドゥ ライ ・サ ル ヴ ェイ ジ ズ』(1941).,

お よ び 『リ トゥル ・。ギ デ ィン グ』(1942)で あ る。 それ ぞ れ地 名 が題 名 とな っ てL>る こ とは次 の通 り。 バ ー

ン ト ・ノー トン は グ ロス ター シ ヤの 古L>莊 園1934年 の夏 詩 人 が訪 れ た と きは廢 邸 とな5で い る。 イ丁 坏 ト

・コ ウ カー は サ マ セ ッ トシ ヤ の村 ,詩 人 の組 先 が住 ん で い た土 地 で,エ リオ ッ ト家 は1667年 そ こか らア メ リ

カ に移 住 した。 ザ ・ ドゥライ ・サル ヴ ェ イジ ズ は 自註 の 逋 り マサ チ ュ ーセ ッツ州 ケ イ プ・ア ン東 北 岸 沖 の岩 礁

群,詩 人 が学 生 時 代 に遊 ん だ 所 。 リ トゥル ・ギ デ ィン グ はハ ン テ ィン グ トン シ ヤの 史 跡,NicholasFerrar

(1592-1673)が 開 き,ク ロ ムウ エル の軍 に よ っ て解 散 せ しめ られ た國 教 會派 の宗 教 コZユ ニ ニ テ ィニ が あ っ

た 土 地 。
「髄

『四つの四重奏』は,言 うまで もなくエリオットの詩作の締めくくりをなす作晶で,こ れを解釋 しようと

せずにエリオットを論ずることはできない。がしかしまた,こ れを解釋しつ くせぼエリオ」トを卒業するζ

とを意味する。それほど彼のすべてが投入されてL>る と言えるのである。

『聖灰水曜日』では,生 まれて死ぬ現實の時間を,死 んで生まれる信仰の時間に逆轉させることが眼目で

あった1)。 そこには時間の面でも言葉の面で も難しい問題が含まれていた。 『四つの四重奏』で詩人が志向

するのは,時 間と言葉の克服である。 相前後 して書かれた詩や詩劇(特 に"TheFamilyReunion")と

の關聯 見るべきであろう魁 詩騨 っL>ては一文にま.一 る豫定をしており・また未完の詩やマ廿 惣

詩につV)て は,例 えば"TriumphalMarch"に 出 る`Atthestillpointoftheturningworld'ゐ

句 が,そ っくりそのまま,し か も申心的な主題として 『四っの四重奏』に現われはするが,相 互の結びつき

をどうこういうほどの理由は見出せなLa。 ただ"Chorusesfrom`TheRock'"は,イ メジの點(例 えば

地下鐡)で も主題の點(例 えば未來の收獲を求めないこと)で も注 目すべき面があるが,本 稿では念頭にお

くにとどめる。

すぐれたエ リオット研究者HeIenGardnerは,『 四つの四重奏』から始めてそれに終る方法をとつて,

エ リオットの詩に肉迫したのであった2)。 先人の仕事には教えられるところが多v>が,ま だまだ理解できな

いことがこの作品には殘されていて,筆 者の現在の能力ではまことに道遠しの感がする。まずは覺え書きに

滿足しなければならなかった。
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『バー一ン ト・ノ,__.トン』

エ ピグラフと して,ヘ ラクレ イ トスの二 つの斷片が,ギ リシ ャ語 のまま付 けられてい る。 そ

の一っ 〔=AlthoughtheWordiscommontoa11,mostmenliveasifeachhadaprivate

wisdomofhisown.〕 は,個 人 的な知 惠 を越 えて永遠 の ロゴスを求 むべ きことを,そ の 二 つ

〔=Thewayupandthewaydownareoneandthesame.〕 は,土 がついに火 にな るのと火 が

ついに土 にな るのと,別 の見方か ら言 えば,ポ ジテ ィブな光への道 とネガテ ィブな闇への道 と

が,同 一 に歸 着す ることを語 ってい る。 これ らのエ ピグ ラフは,『 四つの四重奏』全體 に適合

され るすUの ものであ り,『 バー ン ト ・ノー トン』が,後 の三つの詩に展開 され る主題 を内に

もつ作品で あることが知 れ る。

`第 一部。 「現在 の時 と過去 の時 は,お そ ら くは ともに未來 の時 の中に現在 し,未 來の時ほ過

去の時の 中に含 まれ るφ だ」 と,時 の三區分 を`present'の 視 點OJ下 に止揚す る方向が,先 ず

冒頭 に灘 れ る詠 遠 に現在 す るとすれすま・ すべての時 は`unr鐡eeniabl�'1こ 塗 る・2朗

贖 う根據がなくなるほど,こ のような時の同時性に,時 の究極的な樣態が思索 されてい ると言

えよう。具象内,現 實的,'經 驗的な裏 うちは,次 の詩行 を軸に明らかになって くる。

Whatmighthavebeenandwhathas;been

Pointtooneend,whichisalwayspresent.

實現 されなかった過去 の可能性 と,そ れだ けでな く實現 された過去 も,絡 りで あり目的で昂 る瞬

間 ・oneend'を 目指すので あり,そ れが常 に現在 す ると夕〉うふ うに,現 在す るのが`alltime'

よ り ・oneend'へ 移 ってい る點に注意 したい。 ここで直 ちに,過 去か らの足音が記憶の中に こ

だ ま し,經 驗 した ことのない道 すLを 經 て(・not'`never'が 目につく)`therose--garde'に ま

で蚕 り,そ れ と全 く夲行 す るよ うに(・Thus・ に注意),自 分 の言葉 が讀者 の心 の中にこだます る

と言 う。想起 による過去の よみがえ りの響 きヒ超時間性 は}共 通 の もの として傳達 され るなず

の もの なのだ ろ うか。 過去の經 驗 を意味す るぼ らの葉 に つ もった`dust',そ れ をか き亂 す

`purpose'が 分らないと言葉 をはさむのは,時 間ゐ次元では死んでいるものに,記 憶が作吊す

るか らであろう。いずれにしても,『 聖灰水曜日』②最初に見出される時空の紐帶を,詩 木が

破 ろうとしてい るとい う指摘3)は 適切だ。.

ばら園に住んでい る他のこだまは,上 の足音と同じく過去の經驗と結びついたものだが,、よ

り根源 的な超 時間の世界 に屬す ると考 えられ る。後 をつ けよ うとす ると,鳥 が`Quick'と 言 ラ

のは,失 せや す く捕捉 しがたいか らで あ り,こ の導 き手のつ ぐみの`deception'は ・ ζ こで

味 わ う現 實 と幻想の混同 を暗示 し,そ の まま`ourfirstworld'(`first'の 連發が目崋つ)に 入

ることに よって,新 たに經驗 す るヴ ィ・ジ ョンが現實 とな るので ある。`There,theywere'一 と

は,過 去の經驗の よみが えりの含 み もあろう。 こだ まの正體 の彼 らは`invisible'}植 え こみ
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に隱 れてい る音樂は`uhheard'終,厂 交 され る覗 線ぼ 臨`unseen'と φ うように,感 覺 を越 えて

感liら れ る世界 。 彼 らは`ourguests,acceptedandaccepting'と して そ こにLaた ので あ

り,こ ちらが迎え入れれば迎 え入れて くれ る,そ ういう主體の態度に關わ る存在 で ある。彼 ら

とい うのは過去の經 驗の肉化 したぼ らを指 す と思われ る。 こちらが動 くと,彼 らは`aformal

pattern'を な して動 くともな く動 く(動 詞がない)。 ここた見入 る池は乾上 がってい るが,そ の

池 に 日光の水が滿 ち,水 蓮 紳性の象徴 がい とも靜かに起 き上 が り,『水面 ぼ てheartof

light'で 光 り,そ して彼 らが背後か ら 池に姿 を映 したとの描寫 は,現 世の時間性 の枯渇 を前

提 と して,永 遠の調和の うちに過去の經 驗の現在化 が實 現 され るのだ と解すれば よか ろ うか。

その池 も現 世の雲 の影 が過 ぎると空無になって しまい,瞬 時の ヴ ィジ ョンに終ったのだ。

Go,saidthebird,fortheleaveswerefullofchildren,

Hiddenexcitedl�,cont臺ninglaughter.

Go,go,go,saidthebird:humankind

Cannotbearverymuchreality.

鳥 は 案 じ るよ うに命令す る。葉 かげに`hidde11'し て い る子供 た ちは,上 の聞 こえない音樂 も

そ うだが,非 時間的な世界 の中で,過 去 の經鹸 とともに育 まれ る未 來 を仄 めか してい るか も知

れぬ。 この よ うなど ぎつい`reality'は,人 間 に耐 えられ るもので はない。 本樂章 は最初 に引

用 した詩行 を繰 り返 して終 るが,そ の抽象的 と思 える觀念 の背 後に,體 驗 した瞬間の照明の裏

づけが あったわけだ。 これは この詩 において,個 人 的な基 本體 驗の意味 をもつ と言 え るnた だ

遏去 に比重がかかっていて,未 來が付 け足 しになってい る感 が冤れない こと,さ らに`elld'の

語 がレ それが暗示 しそ うな死 をにおわせないほど,timelessな 領 域に關係 してい ることを補

ってお こ う。

第二部。・最 初の象徴的 な定形詩 は,官 能的 なイメジを用いて,時 間 を克服す る方途 を示Lて

い るよ うだ。 「にんに くど青 玉」は嗅覺 と覗 覺 と結 びついた欲 望 を,「 埋 もれた車軸 」は人體

に埋 もれた時間 を表 わす と思われ,「 血 液」「動賑」「淋巴液」の語がそれ と呼應す る。星の運

・行 に象 られ(・figured'),木 の 中 を`ascend'し て 夏 に至 るとの表現 は,時 間内の官能 的な昂揚

に關す るもので あろう。`We'は そ うい う中か ら出て(前 に終止符がない),そ の動 く木 の上方 に

動 き,`thefiguredleaf'に そ そ ぐ光の中に位置す る。 す ると下方に(`Below'の 強調に注意)

猪 を狩 る犬 と猪が`Purs琇theirpattern『asbefore/Butreconciledamongthestars'

す るのが聞 こえ ると言 う。異種封 立す るものが,共 通永遠 の`pattern'に よって調 和 を得 てい

るのだが,地 上 の ものの天上 的な調和 が,前 提 とな る官能 と時間 を越 えた場 におい て見 出 され

てい る。

績 く説 明的な叙述の冒頭 は一

Atthestillpointoftheturningworld.

不 變 の`pattern'の 原 點 と も言 うべ き`thestillpoint'は,時 間に屬 す る`theturning
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world'の 認 識の方法 では近づ けない。`Neitherfleshnorfleshless'と 始 め,否 定 ど逆読 で

規 定す る言葉 が連 ねられ る。その點には舞踏が あり,そ の點がなければどんな舞踏 も あ り得

ず,し か もそ こには舞踏 しか ない。抑止 で も運動で もな く,ま た そこか らの運動 で もそ こへの

運動で もな く,上 昇 で も下落 で もない。 上の定形詩 どの連關 が 讀 め る(`danc�'`movement'

`ascent'等 の語に注意)が
,時 空の運動 を越 えた舞踏 の場 と規定 されてい るわけだ。過去 と未來

が集 ま るところで あり,そ こに(`there'が 張 められている)い たどのみ言 えて どことは言 えず,

空 間 と時 間を もっては關係 づけ られない點なので ある。ば ら園のヴ ィジ ョンの詭明 とならてい

るこが 明らかで,地 上 の心的葛藤 から解放 されてい て,し か も`agraceofsense,awhite

lightstillandmoving'る こ包 まれてLaる 。感 覺の恩寵のお蔭 で,人 間の經驗 の域 を越 えてい

ながら經驗で きるのだ。 高揚(Erhebung=exaltation)で あ り集 中で あり,新 舊 の兩世界 が明

示 され,こ の世の`partial'な 陶醉 が完全な もの と、な り,`partia1'な 弩 怖 が解除 され る。ば ら

園の陶醉 を説 明す ると同時 に,こ の樂章の先の象徴 詩において,そ の前孚 は不完全 な陶醉 を,

終 りの獵犬 と猪 の描寫 は,不 完全 な恐怖の解除 を示す もの と言 えようか。叙述 は續 き,時 問に

縛 られてい ることが却 って,天 國 と地獄の全容 を見 ることに耐 えられぬ人間には,救 いで ある

ことが 述べ られ るが,過 去 と未來が鎖の よ うに身體 に織 りこまれてい るとい う表現 は,「 埋 覧

れた車軸 」や同個所 の 「針金」 を連想 させ,そ この身體 に關す るイメジの使用 と,こ の叙 述部

の`flesh'や`body'は つ なが りが あろう(な お`fleshcannotendure'は 第一一部の終 りと符號)。

過去 と未 來の時 は人 間にはわず か しか意識 で きない,意 識 す ることは時に屬 さないので ある

1が
,て時の中でのみ(`onlyintime')ば ら園におけ るよ うな,潜 在的 な可能性に滿 ちた忘我の瞬

間は`remember'す る こ とが で き る(第 一部で足音が こだまして行 くのが`memory'で あった)。

こうして想起 され る瞬問 は,過 去 と未來 とかか り合 うのであ り,時 間 とい う否定 を通 してはU

め て,永 遠の瞬…問が輕驗 され時 闘が越 え られ るのだ。第二部 は衣の ように結ぼれ る。

Onlythroughtimetimeisconquered.

時 間 の克服が意識 の問題 となってい ることが看過 で きない 。

第三部 。前 の樂章の`there'と 對 比す るように,`Hereisaplaceofdisaffection'と 女台

ま る。 續 く`Timebeforeandtimeafter'は,上 記 の瞬間の前 と後 の時4)と と るよ りも,

時 間 を過去 と未來の延 び擴 が りと固定的に しか見 ず,そ の分裂 の うちに現在が無覗 されてい る

状況 を仄 めかす もの と解 したい。`awhitelight'な らぬ`adimlight'に 包 まれてい る。中

途孚端 なまやか しの光で,白 晝の光一 形に`1ucidsti11ness'を 付與するというように美的に描かれ

る一 で もなけれぼ,ま た暗闇一一官能性,世俗性か ら魂を淨化するものとして宗教的に述べ られる一

で もない。

Neitherplenitudenorvacancy.Onlyaflicker

Overthestrainedtime--riddenfaces

Distractedfromdistractionbydistraction
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Filledwithfanciesandemptyofmeaning

Tumidapathywithnoconcentration

Menandbitsofpaper,whirledbythecoldwind

That .blowsbeforeandaftertime,

Windinandoutofunwholesome.lungs.

Timebeforeandtimeafter.

白畫 の光の ように形 や影 が啓示 に滿 ちる充 滿で もなければ,暗 闇のよ うに官能性,世 俗性 を空

にす る空盧で もなLa。 時 に虐 げ られ疲れ きった顔 に明滅 す る光 に過 ぎず,こ のあた りロン ドン

の地 下鐵 の連想 が明 らかにあ るよ うだ5)。 次 の行 は氣 を散 らす ことによって,氣 が觸 れ ること

か らそ らされてい るとい う意 味だろ うが,時 か ら離 れよ うとして も離 れられない でい る響 きも

あろ うか。 こうして滿 ちてい ると言 って も氣 ま ぐれ な思い に滿 ち,空 無 と言 って も`meaning'

が なLaの で あり,集 中のない腫 れ上 がった無感覺 と きめつけられ る(`tumid'は 後の`torpid'と

と もに上の ・1ucid・に反響し,ま た`apathy'は 上の`disaffection'に 通 うものであろう)。 吹 く風 の描

寫 も地 下鐵 の驛 のプラ ットフ ォームの場面,`beforeandaftertime'力 電 車の到着發車 の前

後 で あることは想像 に難 くない 。冷 たい風 は死 を暗示 し,人 聞は紙 きれのよ うに捲か れ翻弄 さ

れて い る。`unwholesome'は 全 一性の なさを含 意 し,再 び出 る`Timebeforeandtime

after'が,内 面 的に一一貫性め なya時 間を際立 たせ る。 この後,上 の病 んだ肺 とい う旬 よ り,お

二くびの ように`unhealthy'な 魂 た ちが,稀 薄 な空氣 の中に吐 き出 され るとい う表現 が生 まれ,

この魯鈍 な者 たち(・torpid・ は ・apathy・1こ通じる)が,ロ ン ドンの`gloomy'な 丘 を吹 く風に追

われて行き,そ の丘 の地名 が羅列 され る。 ここ`thistwitteringworId'に は 暗闇はない と

言 う。オT・ イッセイ(24卷)の 連想 が指摘 されてい るが6),ド イ ツ語 との連關 を感 じないで もな

い。「つま りし`twitter'は 文 字逋 りの意味 では`zwitschern'で あ ろ うが,`zwitzern'と の,

そ して`Zwitter'と の類推關係 があ りは しない であろうか。 そ つであれば,ほ のかに光 る中途

孚 端 な世界 として,上 の ・冨adimlight'と 符 號す るのだが。

『荒廢地』『うつ ろな人 間』 を彷彿 させ る状況 かち,『 聖 灰水曜 日』 を想 起 ざせ る叙 述に移 る。

紹 えざ る孤獨の世界,内 面 の暗闇へ`descend'せ よ と言 う。`Worldnotworld,butthat

whichisnotworld'は,『 聖灰水 曜 日』 第五部の 冒頭 と同 じように,大 文字 と小文字 の使

い分 け,終 りの`world'と 上 の`whirled'と の通 いが 讀み とれ る。 沈潜 すれば 暗 闇は奪い

(・deprivation・ が再出),あ らゆ る所有 も,感 覺,夢 想1精 祚 の世界 も空 にされ,こ うして自我

が淨化 され るのであり,十 字架 の聖 ジ ョンの 『魂 の暗夜』 の投影 は爭 えない よ うであ る7)。 こ

の よ うに暗闇へ下 るのが一方 の道 で,光 へ上 る他方 の道 も同Uと は,エ ピグラフの告 げ るとこ

ろだが,時 間に屬 す る`movem�t'の 制 止 とV坊 點 で同 じとされ る(な お`deliberatedescent'

と ・undeliberateascent'の 區別は留意に價する8))。しか るにこの世 は欲望(`appetency'は 四行上の

・inoperancy・ と樹照させたもの)の ままに
,`timepastandtimefuture'の 軌 道 を`moves'
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す ると,地 下鐵 のメタフ ァーで結ぶ。 ここには現 代の機 械論的 な文化の暗 示 もあるか も知れぬ

が9),過 去 ど未來 どい う固定 した時間の道 をまたが り動いていて,現 在 の内面 が省み られ ない

歌 況が揶揄 されてい るの ではないか。

第四部。短 ヤ)抒惰詩 で再 び庭園の場面,し か し黄昏 め死 の色 をただよわせてい る。鐘 も黒い

雲 もい ちいの指先の冷 や りとす るの も。失 せて行 く太 陽 とのつ なが りか ら日まわ りが,自 分 た

ちの方 を向いて くれ るだろ うかと問 う。 この花 はキ リス トを,そ して續い て問われ るぼた んつ

るはマ リア を,そ れぞれ表 わ してい ると言 われ る1°)。太 陽に向か うべ き花が,太 陽に代 って人 間

に惠み を垂れ ることが問われ るのであ る。答 えはど うであろ う。 かわせみ(r荒 廢地』のF三sher

Kingの 連想が認められている・・))の翼 が光で光に答 えて沈默 した後,光 がなお も`Atthestill

pointoftheturningworld'に あ るとは,神 聖 な行爲が永遠 に贖 われ ることを含 みどして,

時 間的 に`day'が 失 せて も`light'は 永 續 し,`thestillpoint'と と 執 こ再 生が實現 す る豫

言 的な啓示 と見 るべ きか。

第 五部。時閥 の問題 は詩人 にと り言葉の聞題 で もあ るわけだが,先 ずそれが,上 のか わせみ

の翼 の ように,動 と靜,時 間 と非時問の觀點か ら取 り上 げられ る。言葉 も音樂 も時間 の申での

み動 くとして も,た だ動 くもので ある限 り單 に時問的 な ものであ り,時 間 の次元 で生 きてい る

だけでは死 の限界 を冤れ ない(`only'の 多用は時間的一面性の強調)。膚 葉 は生 きた語 りの後 では

沈默に達 す る,つ ま り死 に繦 え るのだ。 言葉 や音樂 が沈默 ではな く不變の`stillness'に 達 す

るのは,`theform,thepattern'に よってのみで あ り,例 えば支那 の壺,こ れはなお も靜止

したまま紹 えず動 ～々て い る,不 變の型が あるのだ(`sti11'`stillness'の 用 い方が,靜 止に永續性を

含ませ,こ れに對して`silence'が 死に通じるのは,前 の樂章の結びの`still'`silent'と 同 じ)。 バ イオ.

リンの音が持續 す る間 の靜止 は時間的 な靜止 だが,そ れだけではな く`co-existence',つ ま り

時間的な靜 止に非時 聞的な動 きの共存す る靜止,別 な言い方 をすれば,`end'ど`beginning'

の 前 後關係か ら自由に,`allisalwaysnow'と 々)った非 時間的な現在性 に行 きつ くのでなけ

ればな らぬ。言葉 は意味の重 荷,緊 張 のために,靜 止 した形 に も靜 止 した動 きに も達 す るのぶ

困難で,`imprecision'が 原 因の滅 びがつ きまとう。 口か ら出 され る耳 ざわ りな聲 が常 に言葉

の敵 とな る。`words'か ら`theWord'に 移 り,こ の世の沙漠で ロゴスは誘惑 の聲 に最 も聾 わ

れ ると言い,靜 止がな く實體 のない 自己欺 瞞の悲 しみや妄想 の聲 が,JI聖 な ロゴスの最 大の敵

と見 なされ る。

さて`pattern'の 細 部が`movement'で あ ること,そ れが上では支那 の壺 が引 き合v?bL出

されたが,今 度 は宗教的 な見地 よ り,十 字架の聖 ジ ョンの十段 の階段 が例證 とされ る。欲望 と

愛 が動 きと動か ざ るもの,望 ましか らぬ もの と望む ことをせぬ もの とい うふ うに區別 され,愛

はただ`thecauseandelldofmovement'一 で`Timeless'な の で あるが,時 間の相 の下 で

は非存在 と存在の間,つ ま り生成の限界の形で捉 えられ ると考 える。 とい うことは欲 望の要素

を完全 に拭い去 ることはで きないので あり,欲 望 が愛 に至 る困 難 さを仄めかす もの で あろ う。・
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こごで第一・部のば ら園の瞬間が立 ち もど り,こ の詩 は終 ることにな る。

Suddeninashaftofsunlight

Evenwhilethedustmoves

Thererises-thehiddenlaughter

Ofchildreninthefoliage

Quicknow,here,-now,always

Ridiculousthewastesadtime

Stretchingbeforeandafter.

突 然 の照 明だ。水蓮が起 き上 が った ように,子 供 た ちの隱れた笑い聲が起 き,永 遠の現 在性が

改 めて確認 され る。 このよ うな瞬間か らすれば,前 後に無意味に延び擴が る時間がばか らし く

(ペシミスティックな調べを誇張するのは12)場ちがいだ),非 時 間の愛 の存在が疑 えな く思われ るので

あ る。

『イー ス ト ・コウカー』

第一部 の出だしは

Inmybeginningismyend.

こ れ はス コッ トラン ドのMaryStuartの 標 語`IIImyendismybeginning'rイ ース

ト・コウカー』の結びとなる の順序 を逆 に した もの13)。・前の詩 の最終部 で,`stillneSS'と の

關連 で`end'と`beginning'に 言 及 されていたが,今 度 は初 め(生)あ れば終 り(死)あ りと

い うほどの時間 の覗點 にお け る言明で あ り,併 せて 自らの人生 の根底 を探 ろうセ の意向 も含 ま

れ てい るだろ う。個人的な來歴 を背景 としなが ら,時 間の連續,循 環の申の人 間の生 と死 が扱

われ る。家は`riseandfalrし,古 い ものは新 しい ものに,そ して灰か ら土 にな り,そ の土

は`faeces'等,生 命の養 分 を暗示 してはいて も,`Boneofma:nandbeast'等,死 臭 を強

く出 して描かれ る。家 は`liveanddie'し,生 と死 の時がただ繼續 す るだけで,風 が搖 さぶ

るとい う表現が死 の作 用 を仄 めか し,ま た`aSilentmOttO'(エ リオット家のモットー`tace騁

fac'=Besilentandact.の ことだと言われる14))の`silent'が,空 盧 と死 を思 わせず には おか

ないで あろ う。

最 初の言葉が繰 り返 され,終 りへの傾斜が さらに深 ま る。租先 の村 への道 は初 めへの道 であ

りなが ら,死 の暗い色 を濃 くして行 くのであ る。`intheelectricheat/Hypnotised'`sleep

.
intheemptysilence'等 の句1こ,生 氣のない停滯の うちに 目覺め ようとしなUa意 識 まで讀 ま

れ る。

さて`openfield'(三 度 目の使用が何 もない場を印象づける)で,距 離 を置 いて位置 すれば 夏 の

夜牛,昔 ゐ村人 た ちの生活 の踊 り(`bonfire・ をめぐるのだが,こ れは語源からして死と無縁ではない)
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が,ヴ ィジ ョン として知覺 され る。 詩人 の祀先SirThomasElyotの"TheBokeNamed

theGouernour"『 郡 令私録』(1531年)か ら15),踊 りに關す る叙述 が古 い綴 り字 をまUえ て要

約再現 され るのが,過 去 との隔た りを皮肉に うち出す効果 を生 んでい る。 この男女の和合 を示

す踊 りは,單 に生命 の踊 りとは言 えない もの。田舍者 らしい淨 かれ騷 ぎには,死 をめ ぐる生 の

循環 が否應な しに見 られ,踊 りの足 は土の足,淨 かれぶ りはと うの昔に土の下 で麥の養分 にな

った(冒 頭の土の描寫と符號)者 た ちのそれ,そ して拍子 をと り生の リズ ムを保 ちなが ら・ 季節

と星座 の時,男 女の番いの,獸 の番い の時 を維持 してい るとい うぐあいに,時 間に蓮命的に就

縛 されてい る人間の限界 が知 れ るので ある。 最初 の家や土 の叙述 と呼應 す る よ う に,`Feet

risingandfalling./Eatinganddrinking・Dunganddeath・'と 歌 い・獸 と變 らぬ人間

の生理 と循環 は,つ いに糞 と頭韻 の合 う死 の語 に歸 着す る。

最終篩 は次 の通 り。

Dawnpoints,andanotherday

Preparesf●rheatandsilence.Outatseathedawnwind

Wrinklesandslides.Iamhere

Orthere,orelsewhere.Inmybeginning.

直 前 の句の頭韻 を受けた書 き出しは,フ ランス語 の`pointdujour'(=breakoftheday)の

連 想 もあ るよ うだが16),『 バ ーン ト ・ノー トン』第一部の`Pointto・oneend'を 想 起せ ざ る

を得 ず,そ の目指すtirnelessな`end'が 缺 けてい ること,別 の同 じ日が`heatandsilence'

(本樂章二節と關連)を 用意す るとい うことは,續 く沖合い の描 き方 とと もに,時 と死 の循鐶 の

救 いのな さを思 わせ る。 主人公 は所在 が決 め られないな りに`beginning'に 険・ると言 う。 時

の外 より眺めてい る立場 の 自覺 を秘 めなが らも,終 りのない繦望の道 を進 め ることにな ろう。

第二 部の最初 の定形詩 は,上 の季節 ど星座 の時 と,さ らに 『バτン ト ・ノー トン』第二部の

星の運行 と樹 照 をなす。和合和解 ではな く秩序 の混亂が歌 われ,季 篩 の混亂か ら宇 宙 の 混 亂

へ,そ して世界 を破 滅に導 ぐ火の豫 告にまで至 る。地面 の花 や空 の天體 の亂 れそ描 く う ち に

`down'を 響 かせ
,最 後 に氷河 の世界支配 に言及 す るのだが,人 間の無力 は認識 され るべ きだ

として も,あ ま りに も運命暗示的な書 き方 に'なってい る。,

詩 人 は滿足 な出來で ない ことを認 め,迂 言法に より言葉 と意味 との格 鬪 を強 い られ るの髫避

けて,直 接 的な議論 に轉 じ,`Thepoetrydoesnotmatter・'と 明言 す る。 十一 月 も末 翠の

に,久 しく待 ち望 んでwた`theautumnalsereniiy'も`thewisdomofage'も もた らさ

れていないのは,そ の ような夲靜 や知惠が欺瞞 であったとしか思 年ず,`deceived'を 連 發 し・

そ して眞の迷いの道 に立 ち向か う構 え を整 える。 それ らは`UseleSsin.the・darkness'な の

で あり,老 年の連中の ように暗闇 をのぞ きこみ,そ れか ら眼 をそらした りす るのにとどまっ て

は おれ ない。 『ゲ ロンチ ョン』の再確認 の ように,經 驗か ら得 られ る知 識 に は`alimited

value'し か ない と,ま たそ うい う知識 は`apattern'を 押 しつけて ごまかすと述 べ・ 爭 鮮
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thepatternisnewineverymoment/Andeverymomentisanew.andshocking

/Valuationofallwehaveb馥n.'と 説 く(`value'と`Valuation'の 使い分けに注意)。 古 い ご

まか しの固定 した`pattern'を 排 して現 在の覗 點に立 ち,時 とと もに新 たな評價,覺 醒 を強 調

す るので ある。迷いか ら覺 めるためには,『 バーン ト ・ノん トン』でば ら園に導いたつ ぐみの

よ うに,欺 きなが ら も無害な導 きの手 に從 うしかない 。 ここで 『Jt曲』地獄篇の 冒頭の言葉 を

模 して,`ln"themiddle… …oftheway… …illthedarkwood… …'と 言い,駈 不安定な足

場で迷いの危險 にさらされなけれぼな らぬ こどを逋べ る(`grimpen'=mireorbσg17)に はConah

D�leの"TheHoundoftheBaskervilles"へ の アルージ。ンがあると言われる18))。老 人の知惠は

ぼか げた恐怖,つ ま り所有の恐怖,他 た所屬 す る(紳 は無論その究極のもの)こ とに　¥す る恐怖

の表 われだと難 じ,次 のよ うに斷言す る。

Theonlywisdomwec穗hopetoacquire

Isthewisd�ofhumility:humilityisendless.

上 の`Useless"`limited'}こ 封 應 す るととれ る`endless'は,前 樂章の終 りの`beginning'と

も呼應 す るものがあ るよ うに感 じられ,限 りな く繦望的な恐怖 の道 を行 くのに,`humility'が

無 限の價値 をもつ ものとして力強 さが出 てい るので あろ う。 こ うして ありのまま 牽受 け とめ る

よ うに,第 一部 の家 も踊 り手 もみ んな滄 え去 ったと歌V～,時 間の循環 の中の變轉,沒 落,一 貫

的な意味のな さを響かせ る。

・第 三部は暗闇の眞只中だ。`Odarkdarkdark.Theyallgointothedark'と 歌 い 出

す。見 えない状 況で,ミ ル トンの"SamsonAgonistes"か ら盲 目のサ ムスンの聲 を借用 とは

巧妙 。`thevacantintothevacant'と 言 葉 をはさみ,各 樣 の際立 った階層の人 間 も何 もか

も,無 な るが故に無に歸 るべ しと言 わんばか りに,暗 闇に入 って行 くよ うに記 され る。そ して

葬 られ る者のい ない`thesilentfuneral'へ,自 分た ちも一緒に行 くと續 けるのだが,空 無

の暗闇へ葬 らるべ き必然性 が,意 識 内に掘 り下 げられて行 くので ある6

1saidtomysoul,bestill,andl騁thedarkcomeuponyou

WhichshallbethedarknessofGod.

上 に 宣明 した`humility'に 基 づ く淨化の受容 は,『 バーン ト ・ノー トン』 第三部 よりの進展

をうかがわせ る。暗闇 を受容 す る意識 の三段 階が直喩で描かれ19),劇 場,地 下鐵,エ ーテル痲

醉歌態 と移 る うちに,`darkness'が 重 な り`e血ptiness'が 深 ま り,つ い に`themindis

consciousbutconsciousofnothing'と な る。 十字架の聖 ジ ョンのネ ガテ ィブな道 がなお

も進 められ,待 つ ことを,し か も希望 も愛 も信仰 さえ もなしに,そ して思い もな しに待つ こと

を自分の魂に向か って言 う。 徹底 した受 け身 の立場 だ。 こ うして はじめて,`thedarklless

shallbethelight,andthestillnessthedancing'と 啓 示的 な勝利が保 證 され るので

あり,『 バーン ト・ノー トン』 の`thestillpoint'が,暗 闇 を通 る下への道 か ら達 せ られ る展

望が得 られ,ば ら園の瞬澗 に新 たな意義 が加 わ るゐで あ る。
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Whisperofrunningstreams,andwinterlightning.

Thewildthymeunseenandthewildstrawberry,

Thelaughterinthegarden,echoedecstas�

Notlost,butrequiring,pointingtotheagony

Ofd饌thandbirth.

直前の ・waiting'・dahc勧9'の 脚 韻 が もちこまれ る一.方,繦 妙 な`echoedecstasy'の 頭 韻 を

生 んでい る。永遠の聲,こ だます る喜 悗が内面の暗闇に啓示す るのは,死 と生の苦惱 なのだ。

死 んで生 まれ る方向は,『 聖灰水曜 日』 の眼 目で あったが,今 や時 間の克服 の問題 と合體 して,

常 に現在 す る`oneen.d'と して,`ecstasy'は`agony'を 指 し示 してい るので あ る。

後 の節 では,言 葉 を反復す る自らのや り方 を認 めてか ら,十 字架 の聖 ジ ョンの"TheAscent

ofMt.Carme1"の 訓 えが大體 そのまま借 用 され2°),`ecstasy'の ない完全 な自己否定の道 が

逆説 的に説 かれ る。存在す る(知 る,所 有する)之 は今存在 しない ところに存在す る(知 らない も

のを知る,所 有していない ものを所有するγことで あ り,非 存在(無 知,非 所有)の 道に よらなけれ

ばな らない とい うふ うに。 ㍗

第四部の定形抒情詩は,救 い主 キ リス トに從 って淨化 の苦 しみ を受 くべ きこどを歌 う。外科

醫 で ありなが ら`wounded'`bleeding'と 言 われるのは,,キ リス トの受 難に人 間の再生 の苦惱

が象徴 されてい るか らで あろう。 教 會が`thedyingnurse'で あ るの も,死 に瀕 してLaる と

い うだけで ほな く,死 の苦惱 を暗示す るものか も知 れない し,教 會の使命 は人間の原 罪 を,そ

して病氣(`disease'は 「`ease'の ない状態のニュアンスを含む)が 惡化す る必要を思い 出 させ ること

だ とされ る。 地球全體が病院で,そ れ を遺 した のは,神 よ り與 えられた樂園 を失 ったて ダム

・theruinedmillionaire'
,そ れで人間 は苦 しみ死 なねばな らぬ定 めなのだ。 死の冷 えが肉體

を這い のぼ るが,暖 まろ うとす れば,`frigidpurgatorialfires'箪 に凍 え燒 かれねば ならぬ。

これは第二 部の`thatdestructivefire'と 異 り,そ の焔 はぼ ら,そ の煙 は刺 と歌 われるよ う

に,苦 しみ をもた らす愛 の救い の火 であ る。 キ リス トの血 と肉,そ の苦惱 だけが人 問の糧で あ

るのに,自 らを健全な`fleshandblood'だ と思 い上 が り,そ の贖 罪の意義 も悟 らずに,キ

リス ト受難の金曜 日をよき月 と呼ぶ ことが咎 められる。!"冖 ≧ ρ

第五部で詩人は 自らを省 みて,`SohereIam,inthemiddleway'と 始 める。第二部 と

連關 ざせてい るわけで,こ こで`humility'を もって言葉の表現 の問題に檢討 を加え るが,

何 と も繦望の色が濃い。お よそむだに過 ζした二大戰間の二十年,言 葉の用い方 を知 ろうと試

みた けれど,`everyatte珥pt'が`awhollynewstart'で,し か も異 った種 類の失 敗,

`eachventure'が`anewbeginning'で
,感 情 までが敵で うま く組 み伏せ られ ない と述懷

す る(『 バーント・ノー トン』第五部の言葉の ・imprecision'が,感 情に對して言われる)。 結局 は`hu・

mility'に よ り,`Forus,thereisonl�thetrying.Therestisnotourbusiness・'と

斷 じ,試 み る生 き方 がそのまま肯定 され,人 ど張 り合 う氣 持 ちなど拭姶去 られ る、,'1
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こ うして この詩の主題に戻 り,`Homeiswhereonestartsfrom.'と 新 たに試 みられ る。

年 をとると死 者 と生者の`thepattern'が よ り複 雜にな ると邇 べた後,注 目すべ き言葉が續

く。`beforeandafter'な しに孤立 した`theintensemoment'で は な く,」 瞬一・瞬に燃 え

てい る一生,し か も一人だけの一生 ではな く,解 讀で きない古石 の一生,そ うい う過去 の經 驗

の よみがえ る圖式,こ れは明 らかに 『バーン ト ・ノー トン』 に見 られない意義 を加 え る も の

だ。次 の`theeveningunderstarlight'と`theeveningunderlamplight'は,そ れぞ

れ青年 と老 年 を表 わす とす る解釋 もあるが21),老 え る者 として考察 を進 めてLaる ことからす れ

ぼ,人 類 の過去 と家の過去 ととれ るか も知れない と思 う。 とにか く過去 の思 い出にふけ ること

な く,`hereandnow'を 離 れて,愛 に通 う内面 の旅 に向かわなければ ならない 。`Oldmen

oughttobeexplorers'1こ は,詩 人 の租先 が イース ト・コウカーの村 を去 ってア メリカに移

住 した ことが,念 頭 におかれてい るで あろ う22)。た だ`hereandthere'は 問題 で ないので あ

り,時 か ら も場所か ら も離 れた方 向 を志 すので ある。 この詩 は次 のよ うに結 ばれ る。

Wemustbestillandstillmoving

Intoanotherintensity

Forafurtherunion;adeepercommunion

Throughthedarkcoldandtheemptydesolation,

Thewavecry,thewindcry,thevastwaters

Ofthepetrelandtheporpoise.Inm�endismybeginning.

.『バ ーン ト ・ノー トン』第二部の`stillandmoving'と 比 べ ると,餘 分 の`still'が まだ動

かなければな らぬ ことを示 してい る。 目指す究極の強 烈な`pattern',合 體 と交 わ りが ど うで

1あ るかは,後 の二つの詩 を待 つ として も,第 三部 の暗闇 を連想 させ る`thedarkcoldand

theemptydesolation'と,叫 び聲のす る廣大 な海 を通 って行 くことは,希 望 と ともに繦望

を感 じさせ ないではおかない。い ずれにせ よ,終 りからまた始 める試み は,死 から生 まれる道

をたど るこ とであろ う。

三

『ザ ・ドゥラ イ ・サル ヴェイジズ』

第一.部では,人 間の生 の時を表 わす河 と,宇 宙の時な らぬ時を象徴 す る海 が歌 われ る。`The

riveriswithinus,theseaisallaboutus'で あ り,ど ちらも人 間に とって限界 で あり,

河 が人 間の生 を支配 す る`astrongbrowngod'ま た`destroyer'で あ るのに鉗 し,海 は生

の殘骸 を打 ち上 げ,`Manygodsandmallyvoices'を もってい て,人 間に告知 する もの。

『イース ト ・コウカー』第一部に歌 われた生 の リズ ムの時が,ミ シシーピー河 を素材 にして一

そ う離 れて考 察 され(`Keepinghisseasons'`Betweenmidnightanddawn'等 の句を見ても,そ

の樂章との連關が爭えない),そ れが流 れ こむ海 の時 の うちに止揚 され る。
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Andthegroundswell,thatisandwasfromthebeginning,

Clangs

Thebell.

こ の 底 波 の 鳴 ら す 弔 の 鐘 は,永 遠 の 海 に お け る 時 間 の 死 を告 知 す る の で あ り,『 バ ー ン ト ・ ノ

ー ト ン 』 第 四 部 の`Timeandthebe11'ゐ §,'見 事 に 變 容 し て い る の に 注 目 し た い ・

第 二 部 は,前 孚 の セ ス テ ィー ナ 形 式 の 定 形 詩 で,人 間 の 嘆 き の 時 は`end'が な く`additio11'・

つ ま り ・thetrailing/Consequenceoffurtherdaysandhours'だ と歌 わ れ ・ 過 去 と 同

じ く,・destination'ぷ な い こ と を 冤 れ る よ う な 未 來 が 考 え ら れ な い と も 嘆 か れ る が,最 後 の

連 で,死 の 神 へ の 骨 の 所 り に 終 りが な い と 言 う の に 續 け て

Onlythehardly,barelyprayable

PrayeroftheoneAnnunciation.

こ の 受 胎 告 知 の 所 り に,流 轉 す る 時 と 不 變 な 存 在 と の 合 體,そ し て 奇 跡 的 な 再 生 の可 能 性 が 仄

め か さ れ て い る こ と が 否 定 で き な い(な お一 連 の`thecalamitousannunciation'・ 三 蓮 の`thelast

annunciation',こ の六 連 の ・theoneAnnunciation'を,そ れ ぞ れ 墮罪,最 後 の審 鉱 キ リス トの受 肉

を表 わす もの と とる見 方 もあ る が23),終 りの 告 知 に つ い て は別 と して,必 要 以 上 に 醵 學 的 に關 係 づ け る こ と

は ない と 思 う)。 後 孚 で は,年 齡 と と も に 過 去 が`anotherpattern'を も ち,`sequence'や

・development・ で な く な る こ
、と,`thesuddenillumination',つ ま り ば ら 園 の 瞬 問 の よ う な

過 去 の 經 驗 の ・meaning'を 理 解 す る必 要 が 述 べ ら れ,『 イ ー ス ト ・コ ウ カ ー 』 第 五 部 終 篩 の 考

察 の 反 復 と し て,過 去 の經 驗 が`riottheexperience`ofonelifeonly/Butofmany

generations'だ と 言 う0さ ら に`agony'の 瞬 間 が 時 と と も に 永 續 的 な も の で,`theagony

abides・ ど斷Lら れ る の に は,『 イ ー ス ト ・ コ ウ カ ー 』 第 三 部 の`agony'の 啓 示 の 積 極 的 な 受

容 の 態 度 が 讀 ま れ る・(・thewrongthings・ 等 の 言葉 もそ の樂 章 との 連 關 を 裏 づ け る)。`destroyer'の

時 は ・preserver・ で も あ り,そ れ が`ThebitterapPleandthe・biteintheapPle'を 運

ぶ 河 に な ぞ ら え ら れ,人 間 の 原 罪 を 保 存 し て い る と考 え ら れ る一一方,`theraggedrockin

therestlesswaters'が`iswhatitalwayswas'と い う よ うに,人 間 の 最 初 の 難 破 を 象

徴 す る も の と し て,確 乎 不 拔 の`illumination'の 意 義 を に な っ て い る の で あ る 。

第 三 部 は 未 來 に 關 す る 樂 章 で,古 代 印 度 の 聖 典 『バ ガ バ ッ ド ・ギ ー タ』 か ら,ク リ シ ュ ナ の

訓 えが 引 き合い に出 される。未來 は ・a・fadedsong'で あ り,單 に未來 として眺め られないの

は,『 バーン ト ・ン ≧ トン』 の冒頭 よ り」貫 してい るの だが,`thewayupisγthew炸

down・(エ ピグラフおよび 『バーント・ノートン』第三部と呼應)に,`thewayforwardisthe

wayback'を 加 えそ,時 の前後 の區分 を ここで も滔 し去 ろうとす る。 そ もそ も`timeisno

heal駻'な ので あり,過 去 か ら逃れて別 の生活 あるいは未來へ と入 りこむ とか,過 去 は終 った,

未 來は前 方に あるとかの考 えは否定 され る。

Herebetweenthehither穗dthefarthershore
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Whiletimeiswithdrawn,considerthefuture

Andthepastwithanequalmind.

航 海 中,時 は引 き退い てLaて,偏 しない超然 とした心 で時 に對 しなければ ならぬのだが,死 の

時 が背後 に秘 められていることは,續 い て引用 される ク リシュナの言葉 を見 て も明 らか。 こう

して輪廻 と無我 の覗點か ら,`thefruitofaction'を 思 わ ない ように説かれ る。 一一瞬一瞬の

死 の時 こそ`realdestination'で あ り,船 で旅 す る者 に封 す る`fareforward'の 語 に,死

へ の門出のニュアンスを感 じない わけには行 か ない。

第四部 の定形 抒情詩 は,岬 に御 堂の立 ってUaる 聖母 マ リアへの所 りの歌 で,般 旅 に關係す る

者 た ち,歸 らぬ身内 をもつ女 たち,海 に溺 れた者 たちのために所 りが なされる。第二部 の`the

oneAnnunciation'の 所 り(さ らには 『聖灰水曜日』第二部)を 直 ちに思La出 させ るが,`not

returning'に 力 點が あ り,海 の鐘 のやむ ことのない アンジェラスの音 が 届か ない ところにい

る者た ちは,時 間の外 の再生 の境 に入 ってい るので なければな らぬ。

第五 部では先 ず,現 代 はや りの占い等,過 去 と未來 を剣斷 する種 々の術 を批到 した後(`always

willbe'は それらの絶えないことと併せて,現 在の時が無覗 されていることの含み もあるかも知れぬ)

Men'scuriositysearchespastandfuture

Andclingstothatdimension.Buttoapprehend

Thepointofintersectionofthetimeless

Withtime,isanoccupationforthesaint

Nooccupationeither,butsomethinggiven

Andtaken,inalifetime'sdeathinlove,

Ardourandselflessnessandself-surrender.

人 が執着す る時間 の次元か ら,`thetimeless'と`time'.の 交 點 に話 しが移 るのだが,こ れは

生涯 を無私 の愛 に捧 げ る聖者 にのみ惠 まれる ものだ とされ る。`humility'の 結 果 で あり,ま た

`alifetime'sdeathinlove'の 言 葉に
,『 イー ス ト ・コウカー』 の終 りか ら進 め られて來 た

探 索の一つの結晶 を見 るよ うな氣が する。多 くの者 には`themomentinandoutoftime'

し か ないので あり,こ こで放 心の瞬間の イメジが,`Thewildthymeunseen・ ・…・'と並 べら

れ る(rイ ースト・コウカー』第三部のバ リエイシ。ン)。 この推測 され る暗示 に過 ぎない もの の申

に も,`time'に お け る`thetimeless'の`lncarnation'が 讃 まれ,`Heretheimpossible

union/Ofspheresofexistenceisactual,/Herethepastandfuture/Areconque-

red,andreconciled'と 高 唱 され ること,正 しい`actio11'と は過去 と未來か らの解放 であ

り,こ れ はこの地では實現 し得 ない 目標だ として も,`trying'の 續 行 ど,意 義 ある土壌 の生命

の養い となる生 き方が 自らに是認 され ること これは`trying'の 認 識の もとに`afurther

unlon'を 志 向した(rイ ースト・コゥヵ一』第五部)詩 人 の必然 の歸着 であ り,終 りの ところに

`theyew -tree'を の ぞかせ て,再 生 のための死 が暗示 されてい ることと併 せて,確 乎 とした
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方向の肉づけが得られていると言えよう。この詩は五部とも死への傾斜をもって結 ば れ て い

る。

四

『リトゥル ・ギデ ィング』

第一部 の冒頭は次の通 り。

Midwinterspringisitsownseason

Sempiternalthoughsoddentowardssundown,

Susp駭dedintime,betweenpoleandtropic.

眞 冬 の春 は時 の申の宙 にかか った季篩,`time'scovenant'や`theschemeofgeneration'

の 中 にな く,そ して極地 と熱帶 との中間 の季節,こ れが`Betweenmeltingandfreezing'

に魂 の樹液 がおののいてい るとの表現に通L,さ らに同Uよ うにtimelessで は あるが,こ の

季篩 と對 蹠的な完全合一 の季篩`Zerosummer'の 所在 を問 うに至 ってい ると讀 め る。`S�・

pitemarの 語 は,___.年 の この暗い時に燃 えてい る`pelltecostalfire'こ れがこの樂章の眼

目 の先行 の響 きを もち,`sodden'`sundown'は 照 明 を示す`sudden'(雪 の花に關して言わ

れる)に 通 うのが感Uら れる。 不思議 な照 明の輝 きをただ よわせ た最初 の節 である。 こちらへ

來れぼ,ど うい う道 す1�ﾇ うい う目的に拘 らず,`theendofthejourney'尋 ま同じで(Ferrar

の禮拜堂が含意されている),`theworld'send'が 他 にあって も,場 所 も時間 も一番近い`Now

alldinEngland'の この場 こそ 目指すべ きところ。感 覺 も概念 も棄 てて膝 まづけば,眞 の所

りの うちに,死 者の靈 が火 の舌 で語 るのが聞かれ るので あり,五 旬節 の火 の意義 が明 らか だ。

Here,theintersectionofthetimelessmoment

IsEnglandandnowhere.Neverandalways.

死 者 との交 わ りとい う`timeless'な 瞬 間 の交點が,所 りによって達 せ られ ること,イ ギ リス

が場所 におい ても時聞において も,・他 にか えられぬその交 點たな ること,そ して上 の`Now'

と終 りの`always'が 呼 應 して,こ の作品 の主題聲音 と も言 うべ き`Quicknow,here,now,

always'と 通 うように計 られ てい ることが注意 され よう。

・・第二部 は前牛後孚 とも定形詩 か ら成 り(特 に後の長い詩行は,『 聯曲』のterzarimaを 模 した注

目すべき もの),人 問界 の事象が根底 よ り否定 される。 そ うでは あるが,こ こまで來 ると再生 の

過程 であることは 自萌で,言 葉 の端 に可能性 が讃 みとれ るように思 われる。空氣,土,水,火

の四元 の死 が歌 われ る前牛 につい て見 ると。一連 で灰 と塵 で描か れる空氣 の死 は,・ 『バーン ト

・ノー トン』 のば らを連想 させ る`theburntroses'が,老 人 の袖 の灰 に果 ててい るとは言

え,`Thedeathofhopeanddespair',っ ま り希望 だけではな く緡望 の死 で もあ るほど繦

望 的な ことが別の段 階 をにおわせ,二 連の土 の死 では,ロ ン ドン空襲の生 ま生 まし さをま じえ

て實 に暗い のだが,水 と砂 に冠 された`dead'の 語 が却 って逆 の もののあることを響かせ,三

一38一



T.S.エ リオット『四つの四重奏』・覺え書き

蓮 は水 と火の死,形 容辭 な しに繰 り返 され る水 と火が嘲 るのは,わ れわれが否 んだ もの,そ れ 脳

らが蝕む ことになるのは,わ れわれが忘 れた ものであ り,し か も水 と火 の反復 が,再 生 と淨化

の ことを考 えさせ ない ではおか ない 。後牛 に入 ると,第 一部 の終 りに言及 のあった死 者の言葉

が現 出す る。夜 の明けぬ前,`thedarkdovewiththeflickeringtong�'五 旬節の火が

爆撃機に融けこんでいる が,ブ リキかんのよ うに鳴 る`thedeadleaves'の 音 だけ を殘 して

飛 び去 った後,突 然`somedeadmaster'の 姿 が主 人公の 目に とま る。 この亡 師については ,

推 測が た くまし く行 われ てい るが,ダ ンテら先輩 詩人 の複合 で,し か もその聲 は詩人本人 の聲

で もあるととれば充分 だ(な おこれをダンテであれだれであれ,一 人の詩人と見なして身元確認をすべ

きではないとしながらも,ミ ルトンとの連想を説得力をもって'ILべる研究家24)もあれば,い ささか極端にブ:

ラウニングと決めこむ者25)1もある)。`thisintersectiontime'(第 一部 と符號)に`adeadpatrol'

を し なが ら,亡 靈の言葉 に耳 を傾 けることにな るが,自 分た ちの關心が言語 で あった ことを,

マ ラル メの言葉 を借 用しなが ら語 った後 ,相 手 の`lifetime'seffort'を 思 って漏 らす 老年 の

ための賜物は,繦 望 的な苦惱 ぼか りで逃 れ るすべはない

・・・…unlessrestoredbythatrefiningfire

Whereyoumustmoveinmeasure,likeadancer.

唯 一 の救い である淨化 の火 の説明が,『バーン ト ・ノー トン』の`stillness'と 合 致 し,詩 人 自身

の 自覺 の聲 となってい ることは明 白で,空 襲警報解除 のサ ィレン ヒともに滄 え去 る亡靈 と同 じ

く・詩人 も淨化 の火 に向か うので あ り,亡 靈 の示 す`akindofvaledictio11'が,『 ザ ・ドゥラ

イ ・サルヴ ェイジズ』第三部 の終 りの`Notfarewe11,/Butfareforward'だ とい う推測26)

は 正 しい。死 による淨化 の方向が決定的 な確認 を見てい る。

第三部 は,確 信の こもった分析で始 ま る。 自分 と事 物之人 に封 して,愛 着 と超脆 とその中間

の無關心 とい う三つの全 く異 った状態 があ り,特 に無 關心 は,死 が二 つの生 の間にあ るので生

と似 てはい るが異 るように,他 の二者 とは似 て非 なる もので,生 きた欲望 と死 んだ欲望 一 愛

着と超脱 の中間 に位す る。 記憶 の効用 は解放 のためとい うことであ1り,愛 によ って欲望 を

超 脱す る解放 なので,過 去 の記憶からだけではな く未 來への欲望か らの超脱 で もあ る。記憶 ど

同liよ うに國の愛 も,行 動 に對 する愛着 か ら超睨 への道 をたどる。 國の愛 と同じよ う に 歴 史

も・隷屬 一 過去への愛巻 に も自由 一 過去(そ して未來)か らの超脱,に もな り得 る。こ ケ

して`becomerenewed,transfigured,inanotherpattern'と い うことに,過 去が超脱 さ

れ る意 味が見 出され る・ 十 四世紀 の イギ リスのri秘 家DameJulianofNorwichの 著 書か

ら・神 の啓示 の聲が ここで引かれ る。`SinisBehovely(=incumbent,inevitable)',し か し

す べてよしなので あり,永 遠 の`patter11'と してよみがえった もののようで ある。 この リトゥ

ル ・ギデ ィングの地 に關係の ある歴史上 の人物,斷 頭 臺に滄 えたチ ャールズー世
,ロ ー ド大主

教,ス トラフ ォー ド伯,そ して盲 目の詩人 ミル トン らの ことを思い 出すの も,同 じよ うな連關

で あろ う。 死 んで行 く者 たちよ りも死 んだ者 たちを稱 えるよ うで も,そ れは`ringthebel1
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backward'し よ うとい うので も,内 亂 の一一派 の亡靈 を呼 び出そ うとい うので もな く,彼 らが

沈默 の掟 を`accept'し て,單 一 の黨 に`fold'さ れ てい るためだ と言 う。超:`の 究極の死が・

永遠 の ・pattern'の う ちに統合 されて い るので ある。 彼 ら敗者 たちの行爲 は,`Asymbol

perfectedindeath'の 働 きをす ると,見 事 な詩句の結晶が得 られ る。

Andallshallbewelland

Allmannerofthingshallbewell'

Bythepurificationofthemotive

Inthegroundofourbeseeching.

初 め の二行 は既出(し かし罪に關する行がないのは,そ れからの解放をにおわせる)。`thegroundof

�rbeseeching'も 出典 はJulian夫 人 の著書 で,そ れか らす るとキ リス トと`Love'が 含 意

されてお り27),こ の リトゥル ・ギデ ィングの請願 の地 で,永 遠 の愛 によって死者だ け で は な

く,考 察 を進 めて來た詩人 も動機 が淨化 されるはずなのだ。

第四部,定 形抒情詩の前篩 は次の逋 り。

Thedovedescendingbreakstheair

Withflameofincandescentterror

Ofwhichthet�guesdeclare

Theon�.dischargefromsinanderror.

Theonlyhope,orelsedespair

Iviesinthechoiceofpyreorpyre

Toberedeemedfromfirebyfire.

鳩 は爆撃 機の イメジ をとどめなが ら,ペ ンテ コステの聖靈 を表 わす もの となってい る。希望か

絶望 かは,同Uよ うに見 えて全 く異 る積 み薪 愛 に死 ぬか欲望 に死 ぬか の選擇 にある,・淨化の

火に よって破滅 の火か ら贖 われるためには と言 うのであ る。後 の連 では,一この責 め苦 を案 出し

たのが ・Love'(・dove・ と韻が合5)だ とされ る(Julian夫 人の受けた啓示の聲の連想あり28))。この神

聖 な愛 は,人 間の力では睨 げ ない焔の シャツ(Nessusの 血に浸された`Herculesの シャツが典據)

を織 った手(rイ ース ト・コウヵ一』第四部の`thewoundedsurgeen'つ ま りキリス トと結びつきがあ

りそうだ29))の 背 後 にひそむ`Name'だ と言 う。 この御名 は`unfamiliar',シ ャツは`intole・

rable'と 歌 われ るところに,嚴 しい悟 りの道 が思 われる。愛 の淨化 の火に よって生 きるか,欲

望 の破滅 の火 によって地獄の嘆 きを味 わ うか,あ れか これか とい うわけ。

第五部 では,四 つの詩 の主 た る主題 とイメジが一 つに結集,統 合 される。初 めは終 りで・終

りは出發 す るところだ とい う 『イース ト・コウカー』 の主題 に戻 り,洗 ず言葉 のことが述 べら

れる。 どんな句 どん文 も,語 が`right'`exact'`precise'で,古 い もの と新 しい もののなだら

かな交流 があ り,`Thecompleteconsortdancingtogether'が 得 られてい る場合 は・終 り

であ り初 めであ り,そ して`Everypoemallepitaph'で あ ると∴ つま り`pattern'の 中 に
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過 去 の 現 在 化,死 か ら の 再 生 が 行 わ れ る の で あ り,同 樣 に 死 へ の 歩 み で あ る行 爲 も 出 發 點 と な

る 。 死 を離 れ て 生 ま れ る こ と は 考 え ら れ ず,死 ん で 行 く者 と と も に 死 に,死 ん だ 者 と と も に 生

ま れ る の だ(第 三 部後 孚 よ りの 展 開)。

Themomentoftheroseandthemomentoftheyew-tree

Areofequalduration.Apeoplewithouthistory

Isnotredeemedfromtime,forhistoryisapattern

Oftimelessmoments.

ぼ ら と い ちい の 木 の 瞬 間 は,そ れ ぞ れ 死 者 と と も に 生 ま れ る 瞬 間 と,生 者 と と もに 死 ぬ 瞬 間 と

い う ふ う に,コ ン テ ク ヌ ト を 重 ん じ て 解 す べ き で は な か ろ う か 。 そ れ ら が`timeless'な 瞬 閭

と し て 等 し く持 續 す る の で あ り,そ の よ う な 瞬 間 の`apattern'と し て の 歴 史 に よ っ て,國 民 は

`time'か ら 贖 わ れ る の だ
。 こ う し て`HistoryisnowandEnglalld.'に 歸 着 す る(第 一 部 と

第 三 部 よ りの結 實 の句)。 十 四 世 紀 の 名 前 の 分 ら ぬII秘 家 の 著"TheCloudofUnknowing"か ら

借 用30)の 獨 立 し た 一 行 一`Love'の 導 き と ・Calling・ の聲…に從 って は,『 バ ー ン ト ・ ノ ー ト

ン 』 の ば ら 園 の こ だ ま と重 な り合 う趣 向 の も の か も知 れ な い 。 最 後 の 節 に 入 る と,こ れ ま で の

詩 の 主 題 や イ メ ジ が,さ ら に 混 ざ り合 っ て 渾 然 一 體 と な る が,細 か い 符 號 の 指 摘 は や め て,今

は 結 び の 詩 行 の 奏 で る に ま か せ,初 め と終 り が,『 バ ー ン ト,ノ ー トン 』 と 『リ ト ゥ ル ・ギ デ

ィン グ 』 の 主 題 音 が,如 何 に 相 和 し て い る か を 聞 く に と ど め な け れ ば な ら な い 。

Quicknow,here,now,always

Aconditionofcompletesimplicity

(Costingnotlessthaneverything)

Andallshallbewellandト.

Allmannerofthingshallbewell

Whenthetonguesofflamearein-folded

`l
ntothecrownedknotoffire

Andthefireandtheroseareone.

上 へ の 光へ の 道 と 下 へ の 闇 へ の一 道 の 同 一 が,下 る天 上 の 愛 の 火 と上 る 人 間 の

愛 の ば ら の 合 一 に 行 き つ い た の で あ る 。
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